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(57)【要約】
　本発明は、キャリアフィルム（１２）と、キャリアフ
ィルム（１２）上に配置されると共にキャリアフィルム
（１２）から取り外し可能な、トップコート（１６）を
備えた転写プライ（１４）と、を含む転写フィルム（１
０）、特にホットスタンプフィルムに関する。マスター
構造は、転写プライ（１４）に面する側のキャリアフィ
ルム（１２）上に成形され、トップコート（１６）は、
マスター構造と相補的な構造を有する構造化を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリアフィルム（１２）と、トップコート（１６）を有すると共に前記キャリアフィ
ルム（１２）上に配置されて前記キャリアフィルム（１２）から剥離可能な転写プライ（
１４）と、を含む転写フィルム（１０）、特にホットスタンプフィルムであって、
　前記転写プライ（１４）に面する側の前記キャリアフィルム（１２）上にマスター構造
が成形され、
　前記トップコート（１６）が、前記マスター構造と相補的な構造を有する構造化を含む
ことを特徴とする転写フィルム（１０）。
【請求項２】
　構造化ワニス（１８）は、前記マスター構造を構成する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項３】
　前記キャリアフィルム（１２）は、構造化ワニス（１８）、特に自立性の構造化ワニス
（１８）からなる
　ことを特徴とする、請求項２に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項４】
　前記キャリアフィルム（１２）は、キャリア層（２０）と、前記キャリア層（２０）上
に、前記転写プライ（１４）の方向に配置された構造化ワニス（１８）と、を含む
　ことを特徴とする、請求項２に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項５】
　前記マスター構造若しくは前記構造化ワニス（１８）、及び／又は、前記トップコート
（１６）は、少なくとも領域において均一な表面構造を有する
　ことを特徴とする、請求項１～４の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項６】
　前記マスター構造又は前記構造化ワニス（１８）は、１μｍ～１０μｍ、好ましくは２
μｍ～４μｍ、特に３μｍ～４μｍの構造深さを有する
　ことを特徴とする、請求項１～５の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項７】
　前記マスター構造又は前記構造化ワニス（１８）は、化学的に不活性な表面を有する
　ことを特徴とする、請求項１～６の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項８】
　前記構造化ワニス（１８）は、少なくとも１つのＵＶ硬化性、及び／又は、少なくとも
１つのイソシアネート成分、及び／又は、少なくとも１つのメラミン成分を含む
　ことを特徴とする、請求項１～７の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項９】
　前記トップコート（１６）は、長鎖ポリマーから形成される
　ことを特徴とする、請求項１～８の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１０】
　前記トップコート（１６）は、ポリウレタン、特に２０００～８０００の分子量を有す
るポリウレタンから形成される
　ことを特徴とする、請求項１～９の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１１】
　前記ポリウレタンは、補助結合剤、例えばポリオール及び／又はメラミン樹脂を介して
、又は、イソシアネート結合剤を用いて、ソフトタッチワニスに配合される
　ことを特徴とする、請求項９又は１０に記載の転写フィルム（１８）。
【請求項１２】
　前記ポリマーは、架橋して形成される
　ことを特徴とする、請求項９～１１の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１３】
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　前記トップコート（１６）、特に前記トップコート（１６）の結合剤基質は、充填剤、
好ましくはＰＭＭＡからなる球状充填剤、シリコーン、ポリウレタン、異なる共重合体、
及び／又は、無機化合物を含む
　ことを特徴とする、請求項１～１２の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１４】
　前記トップコート（１０）、特に前記トップコート（１０）の結合剤基質は、シリコー
ン含有アクリレート、シリコーン含有ポリウレタン、オイル、ワックス、及び／又は、ワ
ックス分散物を含む
　ことを特徴とする請求項１～１３の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１５】
　前記トップコート（１０）は、シリコーンを含む
　ことを特徴とする、請求項１～１４の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１６】
　前記トップコート（１６）は、ＵＶ硬化性成分を含む
　ことを特徴とする、請求項１～１５の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１７】
　前記トップコート（１６）は、光沢度が２０～６０、好ましくは３０～５０である
　ことを特徴とする、請求項１～１６の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１８】
　前記トップコート（１６）は、艶消剤を含む
　ことを特徴とする、請求項１～１７の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項１９】
　前記トップコート（１６）は、少なくとも５０％、好ましくは少なくとも１００％、特
に好ましくは少なくとも２００％の伸び率を有する
　ことを特徴とする、請求項１～１８の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２０】
　前記トップコート（１６）は、２００℃までの耐熱性を有する
　ことを特徴とする、請求項１～１９の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２１】
　前記トップコート（１６）は、それがソフトタッチ効果を有するように形成され、好ま
しくはソフトタッチワニスとして形成される
　ことを特徴とする、請求項１～２０の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２２】
　前記トップコート（１６）は、鉛筆硬度ＨＢを有する
　ことを特徴とする、請求項１～２１の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２３】
　前記トップコート（１６）と前記マスター構造又は前記構造化ワニス（１８）との間に
剥離層（２２）が配置される
　ことを特徴とする、請求項１～２２の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２４】
　前記トップコート（１６）の前記キャリアフィルム（１２）とは反対側に、中間層（２
４）、特に接着促進層が配置される
　ことを特徴とする、請求項１～２３の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２５】
　前記中間層（２４）は、架橋性アクリレート、特にポリアクリレート、ポリエステル樹
脂、アルキド樹脂、及び、それらの変性物、アミノ樹脂、アミド樹脂、又は、フェノール
樹脂を含む
　ことを特徴とする、請求項２４に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２６】
　前記中間層（２４）は、０．１μｍ～１０μｍ、好ましくは０．５μｍ～５μｍ、特に
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好ましくは０．３μｍ～４μｍの層厚を有する
　ことを特徴とする、請求項２４又は２５に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２７】
　前記転写フィルム（１０）、特に前記転写プライ（１４）は、装飾層（２６）、特にカ
ラー層、メタライゼーション（２８）、及び／又は、接着層（３０）、又は、プライマー
層を含む
　ことを特徴とする、請求項１～２６の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２８】
　前記キャリア層（２０）の前記トップコート（１６）とは反対側、又は、前記構造化ワ
ニス（１８）の前記トップコート（１６）とは反対側、の少なくとも領域にハプティック
ワニス（３２）が配置される
　ことを特徴とする、請求項１～２７の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）。
【請求項２９】
　キャリアフィルム（１２）と、トップコート（１６）を有すると共に前記キャリアフィ
ルム（１２）上に配置されて前記キャリアフィルム（１２）から剥離可能な転写プライ（
１４）と、を含む、転写フィルム（１０）、特にＩＭＤソフトタッチフィルムとして使用
するための転写フィルム（１０）を製造する方法であって、
　前記キャリアフィルム（１２）に、マスター構造、特にマスターレリーフ構造を組み込
み、又は、製造し、
　前記トップコート（１６）を、前記マスター構造に適用し、
　前記キャリアフィルム（１２）の前記マスター構造と相補的な構造を、前記トップコー
ト（１６）に成形する
　ことを特徴とする、転写フィルム（１０）を製造する方法。
【請求項３０】
　前記マスター構造を、特にＰＥＴ製のキャリア層（２０）に構造化ワニス（１８）を適
用することによって、製造する
　ことを特徴とする、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記構造化ワニス（１８）を印刷する
　ことを特徴とする、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記構造化ワニス（１８）を前記キャリア層（２０）の表面全体に適用する
　ことを特徴とする、請求項３０又は３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記構造化ワニス（１８）を部分的に前記キャリア層（２０）に適用する
　ことを特徴とする、請求項３０又は３１に記載の方法。
【請求項３４】
　構造化ワニス（１８）が配置されていない領域において、別のワニスを少なくとも領域
において前記キャリア層（２０）に適用する
　ことを特徴とする、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　キャリア層（２０）と構造化ワニス（１８）との間の接着性を改善するために、前記キ
ャリア層（２０）を前処理する
　ことを特徴とする、請求項２９～３４の何れか一項に記載の方法。
【請求項３６】
　前記トップコート（１６）を、前記転写フィルム（１０）の製造中に、ＵＶ硬化、又は
、熱によって硬化する
　ことを特徴とする、請求項２９～３５の何れか一項に記載の方法。
【請求項３７】
　他の層、特に中間層（２４）、又は、接着促進剤、装飾層（２６）、好ましくはカラー
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層、及び／又は、接着層（３０）を、前記トップコート（１６）に適用し、好ましくは印
刷する
　ことを特徴とする、請求項２９～３６の何れか一項に記載の方法。
【請求項３８】
　メタライゼーション（２８）を、特に蒸着によって適用する
　ことを特徴とする、請求項２９～３７の何れか一項に記載の方法。
【請求項３９】
　ハプティックワニス（３２）を、少なくとも、前記キャリア層（２０）の前記トップコ
ート（１６）とは反対側、又は、前記構造化ワニス（１８）の前記トップコート（１６）
とは反対側の領域に適用する
　ことを特徴とする、請求項２９～３８の何れか一項に記載の方法。
【請求項４０】
　請求項１～２８の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）のＩＭＤフィルムとしての
使用。
【請求項４１】
　請求項１～２８の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）のソフトタッチフィルムと
しての使用。
【請求項４２】
　転写フィルム（１０）の転写プライ（１４）で装飾された射出成形品（３４）を製造す
る方法、特にＩＭＤ法であって、
　－請求項１～２８の何れか一項に記載の転写フィルム（１０）を射出成形金型内に配置
するステップ、
 　－プラスチック射出成形組成物（３６）を用いて前記転写フィルム（１０）をバック
射出成形するステップ、
　前記転写フィルム（１０）の前記転写プライ（１４）から、前記マスター構造と共に前
記キャリアフィルム（１２）を除去するステップを有する
　ことを特徴とする方法。
【請求項４３】
　前記トップコート（１６）を、前記転写フィルム（１０）の製造中に、特にＵＶ硬化及
び／又は熱によって硬化する
　ことを特徴とする、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　前記トップコート（１６）の硬化をポストキュアフィルムとして実施する
　ことを特徴とする、請求項４２又は４３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、転写フィルム、その使用、及び、転写フィルムの製造方法に関する。本発明
は、さらに、転写フィルムの転写プライで装飾された射出成形品を製造するための方法、
特にＩＭＤ法（ＩＭＤ＝インモールド装飾）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フィルムとプラスチック成形体からなる複合成形部品は、古くから知られている。触知
（tactile）又は触覚的に（haptically）に認知可能な特性、特にソフトタッチコーティ
ングを有する表面を備えた複合成形部品は、ますます重要になっている。コーティングに
応じて、滑らかな、弾性のある、又は、柔らかい表面を有する。そのような成形部品は、
車両、船舶、及び、航空機の構造だけでなく、通信機器でも、ますます重要になっている
。
【０００３】
　一般に、複合要素は、部品のその後のコーティングによって、ソフトタッチ層とプラス
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チック部品から生成される。ここでは、顔料、充填剤（フィラー）等を含むワニスが、表
面全体に、固まっていない状態で直接適用（塗布）される。顔料、充填剤等の小さな粒子
は、乾燥した表面に光学的な変化をもたらし、なでたり触れたりすると、得られる摩擦に
より触覚的なソフトタッチ効果をもたらす。光学的な変化の例としては、なでたり触れた
りした際の摩擦の増加に伴う艶消しがある。
【０００４】
　ソフトタッチ層の、特に表面全体にわたる、この後の適用（塗布）には、いくつかの欠
点がある。１つには、多数の作業工程が必要であり、そのいくつかは、手動で実行する必
要がある。加えて、不良率は、比較的高い。さらに、この方法は、非常に大きな層厚を必
要とし、それには、高いコストと多くの材料消費を伴う。さらに、表面から突き出ている
粒子は、表面が傷付きやすいことを意味する。この既知の手順のさらに大きな制約は、表
面全体にわたって堆積することによって、模様又はモチーフ、すなわち部分的なソフトタ
ッチ層の生成が不可能であることである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明の目的は、表面感触特性を損なうことなく、広範囲の用途、特にＩ
ＭＤの分野でも使用できる、特にソフトタッチ効果を備えた転写フィルムを提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、キャリアフィルムと、キャリアフィルム上に配置され、このキャリアフィ
ルムから剥離可能なトップコートを有する転写プライと、を含む転写フィルム、特にホッ
トスタンプフィルムで達成され、マスター構造は、キャリアフィルムの転写プライに面す
る側に成形され、トップコートは、マスター構造と相補的な構造を有する構造化を備える
。
【０００７】
　この目的は、キャリアフィルムと、キャリアフィルム上に配置され、このキャリアフィ
ルムから剥離可能なトップコートを有する転写プライと、を含む転写フィルム、特にＩＭ
Ｄソフトタッチフィルムとして使用される転写フィルムの製造方法によって達成され、マ
スター構造、特にマスターレリーフ構造は、キャリアフィルムに導入又は生成され、トッ
プコートは、マスター構造に適用され、キャリアフィルムのマスター構造に相補的な構造
がトップコートに成形される。
【０００８】
　この目的は、以下のステップを有する、転写フィルムの転写プライで装飾された射出成
形品を製造するための方法、特にＩＭＤ法で達成される。
－本発明に係る転写フィルムを射出成形金型に配置するステップ
－プラスチック射出成形組成物を用いて、転写フィルムをバック射出成形するステップ
－転写フィルムの転写プライから、マスター構造と供にキャリアフィルムを剥離するステ
ップ
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、ソフトタッチ効果を有する転写フィルム、又は、転写フィルムの転写プライ
を得ることを可能にする。この場合、フィルムの模様は、自由に選択できる。つまり、表
面全体にわたるスプレー塗装のように、１色に制限されない。さらに、特に、反射、吸収
、屈折率に関して、異なる光学特性、例えば、艶消しの光沢効果（matte-gloss effect）
を持つ領域が実現可能であり、個々の効果は、それぞれの使用目的に応じて適合させるこ
とができる。また、このフィルムは、ＩＭＤ法で十分に使用できる。
【００１０】
　これは、本事例では、特に、マスター構造によるトップコートの表面の構造化により達
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成される。これにより、トップコートの機能特性を制御することができる。その結果、特
に、表面の触感、特にグリップ、指紋感度、汚れ防止、及び／又は、撥液機能、及び／又
は、艶消しのレベルを制御できる。特にトップコートに組み込まれた構造は、転写フィル
ムのソフトタッチ効果、特に転写フィルムの転写プライのソフトタッチ効果をもたらす。
【００１１】
　本発明によれば、ソフトタッチ効果とは、特に、桃の皮に似た、心地よい滑らかな感触
を生む効果を意味する。トップコートに使用されるワニスは、特に表面にソフトグリップ
（soft grip）を有する。全体的に、表面にソフトタッチ効果のあるワニスには、特に触
覚的に認知可能な効果がある。
【００１２】
　本発明は、さらに、顔料、特に、粒子及び／又は固体粒子を含有する必要なく、トップ
コートを構造化することを可能にする。これは、特に、マスター構造を単にトップコート
に成形することで達成される。これは、特に、マスター構造がネガ型（negative mold）
を形成し、対応する窪みをトップコートに残すことを意味する。全体として、触知的特性
、特に摩擦が増加するという事実や、光学特性は、本発明によるフィルムにより改善する
ことができる。さらに、指紋感度も軽減される。
【００１３】
　トップコートは、好ましくは、ソフトタッチ効果を有するように形成される。理想的に
は、トップコートは、ソフトタッチワニス（soft-touch varnish）として形成される。
【００１４】
　有利には、構造化ワニスは、マスター構造を含む。このため、構造化ワニスは、好まし
くは、隆起構造、又は、隆起表面を含む。
【００１５】
　キャリアフィルムは、構造化ワニス、特に自立性の構造化ワニスから構成されてもよい
。自立性の構造化ワニスが含まれる場合、これは好ましくはシリコーンで作られる。構造
化ワニスは、有利には、１０～５０のショアＡ硬度を有する。
【００１６】
　自立性の構造化ワニスの厚さは、好ましくは１０μｍ～５０００μｍ、特に１０μｍ～
５００μｍ、特に好ましくは１０μｍ～２５０μｍである。有利には、マスター構造は、
スタンピングによって構造化ワニスに組み込まれる。例えば、自立性の構造化ワニスは、
好ましくは、スタンピング／複製、及び／又は、エッチング、及び／又は、彫刻、及び／
又は、レーザー構造化によって、構造が、フィルム材料に組み込まれ得る、又は、組み込
まれる、直接構造化された自立性フィルムとすることができる。
【００１７】
　キャリアフィルムは、好ましくは、キャリア層と、キャリア層上の転写プライの方向に
配置された構造化ワニスとを含む。キャリア層は、好ましくは、ＡＢＳ、ＡＢＳ／ＰＣ、
ＰＥＴ、ＰＣ、ＰＭＭＡ、ＰＥ、及び／又は、ＰＰＰから形成される。キャリア層の層厚
は、有利には５μｍ～５００μｍ、特に６μｍ～１００μｍである。
【００１８】
　構造化ワニスは、好ましくは、キャリア層の表面全体にわたって配置される。これは、
構造化ワニスがキャリア層全体に広がることを意味する。しかし、構造化ワニスが部分的
にのみ、すなわち、キャリア層上の領域に配置することも可能である。構造化ワニスは、
好ましくは、キャリア層上に模様状に配置される。構造化ワニスは、キャリア層上の領域
のみに配置されているため、艶消しの光沢効果を全体的に実現できる。異なる光学特性に
加えて、異なる艶消し、及び／又は、光沢領域は、特に、異なる摩擦と、異なる触知的特
性により、特に、反射、吸収、及び／又は、屈折率に関して、特徴付けられる。
【００１９】
　ここで、艶消しと少ない艶消しとの間の光学的な違いは、特に、光沢のある領域又はよ
り光沢のある領域かは、特に、Byk-Gardenerのマイクログロス計で６０°の測定角度で測
定したときに光学的に知覚可能な光沢差２を超えると、人間の肉眼で知覚できる。
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【００２０】
　構造化ワニスがキャリア層上の模様、又は、領域に配置される場合、艶消し効果を有す
る領域、すなわち、特に構造化ワニスが配置される領域及び光沢のある領域が、形成され
ることが好ましい。光沢領域は、キャリア層の表面とすることができる。しかし、構造化
ワニスが存在しない領域で、さらなるワニス層、特に滑らかなワニスをキャリア層に適用
することも可能である。
【００２１】
　マスター構造又は構造化ワニス、及び／又は、トップコートは、好ましくは、少なくと
も領域において、均一な表面構造を有する。本発明の意義の範囲内で、均一な表面構造と
は、特に、表面が、好ましくは表面のある領域で同じように見えるように形成される構造
を意味する。その表面の領域では、光学的な表面の欠陥は目に見えない。
【００２２】
　構造化ワニスは、好ましくは、メラミン、ポリウレタン（ＰＵ）、ポリアクリレート、
ポリオール、イソシアネート、及び／又は、ポリ塩化ビニルから形成される。有利には、
構造化ワニスは、０．１μｍ～１０μｍ、好ましくは０．５μｍ～７μｍの層厚を有する
。
【００２３】
　有利には、マスター構造又は構造化ワニスは、１μｍ～１０μｍ、好ましくは、２μｍ
～４μｍ、特に３μｍ～４μｍの構造深さを有する。このような構造深さにより、トップ
コートの特に優れたソフトタッチ効果を達成することができる。
【００２４】
　しかし、構造深さを大きくすることもできる。これは、好ましくは、マスター構造、又
は、構造化ワニスをより大きな粒子にすることで達成される。対応するサイズの粒子を選
択することにより、マスター構造、又は、構造化ワニスの構造深さを、それぞれの用途に
最適に適合させることができる。理想的には、マスター構造、又は、構造化ワニスは、粒
径が約６μｍ、好ましくは８μｍの充填剤を含む。原則として、１５μｍのサイズの粒子
も使用できる。充填剤としては、シリコンビーズ、ミネラル充填剤（例えば、コランダム
、又は、粉砕された川砂利）、無機充填剤（例えば、ＳｉＯ２）、及び／又は、ポリウレ
タン粒子等がある。
【００２５】
　有利には、マスター構造、又は、構造化ワニスは、構造化粒子（structure-giving par
ticles）を含む。好ましくは、構造付与粒子の約５０％～８０％が、２μｍ～４μｍのサ
イズである。残りの粒子、特に残りの２０％～５０％は、より大きな粒子から形成される
。より大きな粒子のサイズは、例えば６μｍ～１５μｍであってもよい。
【００２６】
　原則として、粒子は、一定の形状に制限されない。粒子は、特に角張った破損材料と球
状の材料の両方として形成されてもよい。理想的には、マスター構造、又は、構造化ワニ
スに配置された粒子は、異なって形成されてもよい。粒子の形状がそれぞれの要求に適合
していると有利である。
【００２７】
　マスター構造、又は、構造化ワニスは、化学的に不活性な表面を有することが有利であ
る。本発明の意義の範囲内で、不活性な表面は、特に、それぞれの一般的な条件下で、表
面が反応しないか、例えば、空気、水、トップコートなどの潜在的な反応物と非常にわず
かにしか反応しないことを意味すると理解される。これにより、トップコートとマスター
構造の間に結合、又は、接合がないことが保証される。したがって、トップコートとマス
ター構造の分離が可能となる。
【００２８】
　構造化ワニスは、好ましくは、少なくとも１つのＵＶ硬化性、及び／又は、少なくとも
１つのイソシアネート成分、及び／又は、少なくとも１つのメラミン成分を含む。
【００２９】
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　有利には、トップコートは、長鎖ポリマーから形成される。このポリマーは、架橋して
形成され得る。架橋は、好ましくは、ＵＶ硬化、及び／又は、化学反応に基づく。
【００３０】
　トップコートは、好ましくは、ポリオール、ポリウレタン（ＰＵ）、ＰＵとポリオール
の共重合体、及び／又は、ポリウレタン（ＰＵ）とポリアクリレートの共重合体から形成
される。理想的には、トップコートは、特に２０００～８０００の分子量を有するポリウ
レタン（ＰＵ）から形成される。ポリウレタン（ＰＵ）は、好ましくは、補助結合剤、例
えばポリオール、及び／又は、メラミン樹脂を介して、又は、イソシアネート結合剤を用
いて、ソフトタッチワニスに配合される。
【００３１】
　トップコートの層厚は、有利には、０．５μｍ～１００μｍ、特に０．２μｍ～５０μ
ｍ、特に好ましくは５μｍ～３０μｍである。
【００３２】
　トップコート、特にトップコートの結合剤基質は、充填剤、好ましくは、ＰＭＭＡ、シ
リコーン、ポリウレタン、異なる共重合体、及び／又は、無機化合物でできた球状充填剤
を含むことができる。さらに、トップコート、特にトップコートの結合剤基質は、シリコ
ーン含有アクリレート、シリコーン含有ポリウレタン、オイル、ワックス、及び／又は、
ワックス分散物を含むことができる。そのような添加剤、又は、充填剤の使用により、い
わゆる「感触」として、トップコートの弾性、及び／又は、それに関連する触知性、又は
、触覚的特性を強化することができる。
【００３３】
　有利には、トップコートは、シリコーンを有する。シリコーンを使用すると、トップコ
ートの耐擦傷性、グリップ、表面品質を改善できる。さらに、シリコーンを使用すると、
トップコートと構造化ワニスと間の剥離特性を制御できる。
【００３４】
　トップコートは、好ましくは、ＵＶ硬化性成分を含む。有利には、ＵＶ硬化性成分は、
二次結合剤又は主結合剤として使用することができる。
【００３５】
　トップコートは、２０～６０、好ましくは３０～５０の光沢度を有することができる。
これらの比較的高い光沢度は、好ましくは、Byk-Gardenerのマイクログロス計を用いて、
８５°の測定角度で測定される。
【００３６】
　トップコートのさらなる艶消しを達成するために、トップコートは、艶消剤を含むこと
ができる。艶消剤としては、シリコンビーズ、ミネラル充填剤（例えば、コランダム、又
は、粉砕された川砂利）、無機充填剤（例えば、ＳｉＯ２）、ポリテトラフルオロエチレ
ン（ＰＴＦＥ、テフロン（登録商標））、又は、ポリウレタン粒子などがある。
【００３７】
　理想的には、トップコートは、少なくとも５０％、好ましくは少なくとも１００％、特
に好ましくは少なくとも２００％の伸び率を有する。これにより、トップコートを変形可
能にする。トップコートのこのような伸び挙動の結果として、転写フィルムは、ＩＭＤ法
での使用に、特に適している。ＩＭＤ法での成形中に、キャリアフィルムは、ほとんどの
張力を吸収する。トップコートの伸び率の特性の結果として、特に射出成形金型の外郭と
接触しても、トップコートが、特に引き裂き、又は、微小亀裂の結果として、損傷を受け
ないことが保証される。伸び率は、Zwick GmbH&Co.KG、UlmのZwick Z005試験装置を使用
した標準引張試験（ＤＩＮ　５３５０４、ＩＳＯ３７）で確認した。
【００３８】
　トップコートが２００℃までの耐熱性を有していれば、有利である。これにより、特に
ＩＭＤ法において、トップコートが射出成形材料を介した熱応力に耐えることが保証され
、特にトップコートの構造化、又は、表面に、変化が生じないことが保証される。
【００３９】
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　トップコート又はトップコートの表面は、好ましくは、例えばイソプロパノール及びＭ
ＥＫ等の溶媒、例えば日光、雨、及び／又は、露等の風化、例えばコーヒー等の食料品、
洗浄剤、及び／又は、機械的応力や高熱応力に対して、耐性があるように形成される。
【００４０】
　トップコートは、例えば、鉛筆硬度ＨＢ（ＨＢ＝ハードブラック＝ミディアムハード）
を有することができる。鉛筆硬度は、特にドイツのエルフトシュタットにあるmtv Messte
chnik製の鉛筆硬度テスターＳＨ３０００で、ＡＳＴＭ３３６３に従って測定される。段
階的な硬度の鉛筆は、決められた角度と圧力で試験するために、表面上を移動される。特
にＡＳＴＭ　Ｄ３３６３の場合、テストは、最も硬い鉛筆で開始され、硬度スケールを低
下して継続し、次に柔らかい鉛筆が、コーティングに損傷（より多くの損傷）を与えない
か、次に柔らかい鉛筆がコーティングに傷（より多くの傷）をつけないかを判断する。表
面構造とトップコートの柔らかさの組み合わせにより、トップコートのタクタイルの特性
がさらに改善される。さらに、強い艶消し効果が得られる。したがって、全体として、顕
著なソフトタッチ効果を達成することができる。トップコートは、マスター構造よりも、
構造化ワニスよりも、及び／又は、既知のＩＭＤフィルムの保護コーティングよりも、低
い硬度を有すると考えられる。
【００４１】
　剥離層がトップコートとマスター構造の間に配置されていると有利である。これにより
、キャリアフィルムからの転写プライの確実な剥離が保証される。さらに、トップコート
とマスター構造、又は、構造化ワニスとの間の強すぎる接着は、マスター構造、又は、構
造化ワニスが、シリコーン、脂肪族炭化水素等の対応する添加剤を含むため、防止するこ
とができる。しかし、トップコートにも、例えば、シリコーン、脂肪族炭化水素等の対応
する添加剤が含まれてもよい。
【００４２】
　特に、例えば、垂直スタンピング（vertical stamping）、圧延（rolling on）、又は
、ＩＭＤ法等の標準的な装飾方法で、転写フィルムを良好に処理できるようにするために
、トップコートとマスター構造、又は、構造化ワニスとの間の接着強度は、好ましくは３
Ｎ／ｍ～４０Ｎ／ｍ、特に好ましくは１０Ｎ／ｍ～３０Ｎ／ｍである。その結果、転写プ
ライの簡単で確実な剥離が、全体的に保証される。このため、幅３５ｍｍで、長さ１５０
ｍｍの転写プライは、特に１８０℃で、１３ｍ／ｍｉｎの速度でＡＢＳプレートにスタン
プされる。剥離強度の測定は、好ましくは、室温（２０℃）で、Zwick/Roell Z1.0の引張
試験機で行う。このため、特に、９０°の角度と１５０ｍｍの測定変位で、転写プライを
ＡＢＳプレートから移動させ、剥離強度を測定する。
【００４３】
　剥離層は、好ましくは、０．００１μｍ～２μｍ、特に０．０５μｍ～１μｍの層厚を
有する。剥離層は、ワックスからなるか、ワックスを含むことができる。剥離層は、例え
ば、カルナバワックス（carnauba wax）、モンタン酸エステル、ポリエチレンワックス、
ポリアミドワックス、又は、ＰＴＦＥワックスとすることができる。しかし、さらに、シ
リコーン等の界面活性物質も剥離層として適している。メラミン－ホルムアルデヒド樹脂
架橋ワニスでできた薄層も、剥離層として機能することができる。
【００４４】
　有利には、中間層、特に、接着促進層又は接着促進剤は、トップコートのキャリアフィ
ルムとは反対側に配置される。中間層は、特に、トップコートと転写プライの他の層との
間に、非常に良好な接着が生成されることを保証する。さらに、中間層は、特にバリア層
として機能する。中間層は、外側からトップコートに浸透する物質が、転写プライの他の
層に浸透することを防ぐ。
【００４５】
　中間層は、好ましくは、架橋性アクリレート、特にポリアクリレート、ポリエステル樹
脂、アルキド樹脂、並びに、それらの変性物、アミノ樹脂、アミド樹脂、又は、フェノー
ル樹脂を含む。イソシアネートは、架橋成分として使用してもよい。原則として、現在の
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すべての架橋がここで考えられる。ＵＶ架橋、及び、デュアルキュア系（dual cure syst
em）、すなわち、特に、外部放射線エネルギーに基づいた、さらに化学反応に基づいた架
橋を使用することができる。
【００４６】
　理想的には、中間層の層厚は、０．１μｍ～１０μｍ、好ましくは０．５μｍ～５μｍ
、特に好ましくは０．３μｍ～４μｍである。
【００４７】
　さらに、転写フィルム、特に転写プライは、装飾層、特に、少なくとも１つのカラー層
、及び／又は、少なくとも１つのメタライゼーション（metallization）、及び／又は、
少なくとも１つの接着層、又は、プライマー層を含むことができる。ここでは、層を、表
面全体に適用することも、部分的又は領域のみに適用することもできる。
【００４８】
　装飾層は、模様及び／又はモチーフを生成するために、１つ以上の部分的なカラー層、
又は、全面カラー層を含むことができる。特に、カラー層は、特に、反射、吸収、及び／
又は、屈折率に関して、それらの異なる光学特性を備えたソフトタッチワニスの部分領域
と一致していてもよい。装飾層の層厚は、好ましくは０．１μｍ～１０μｍ、特に０．５
μｍ～５μｍである。
【００４９】
　一致、又は、重ね合わせ、又は、一致精度、又は、重ね合わせ精度とは、２つ以上の要
素、及び／又は、層の、互いに対する位置精度を意味する。一致精度は、所定の許容範囲
内の幅であり、可能な限り小さくする。同時に、プロセスの安定性を高めるために、いく
つかの要素、及び／又は、層の相対的な一致精度は、重要な特徴である。位置的に正確な
位置決めは、特に、感覚的に、好ましくは、光学的に検出可能なレジストレーションマー
ク又はレジストマークによって達成することができる。これらのレジストレーションマー
ク又はレジストマークは、特別な個別の要素、又は、領域、又は、層を意味してもよく、
又は、それら自体が配置される要素、又は、領域、又は、層の一部を意味してもよい。
【００５０】
　装飾層は、回折的及び／又は屈折的に作用するミクロ構造、又は、マクロ構造が成形さ
れる複製層を含んでもよい。この複製層には、好ましくは、メタライゼーション、及び／
又は、高屈折率（ＨＲＩ＝High Refractive Index）を有するＨＲＩ層からなる反射層が
設けられる。ここで、反射層は不透明、半透明、又は、透明にすることができる。
【００５１】
　次の構造の１つ以上を複製層に成形してもよい。回折構造、０次回折構造、ブレーズド
格子、マクロ構造、特にレンズ構造、又は、マイクロプリズム構造、鏡面、艶消し構造、
特に、異方性、又は、等方性の艶消し構造。
【００５２】
　複製層の構造は、特に装飾層のカラー層に一致して、及び／又は、ソフトタッチワニス
の部分領域に一致して、配置することもできる模様及び／又はモチーフを表すことができ
る。
【００５３】
　メタライゼーションは、好ましくは、蒸着によって生成される。特に、Ｃｒ、Ｓｎ、及
び／又は、Ａｌは、金属として適している。金属製の層を使用することにより、金属的な
外観のソフトタッチフィルムが得られる。蒸着したメタライゼーションは、表面全体にわ
たって行われ、表面全体にわたって保持され、そうでなければ、エッチング、リフトオフ
、又は、フォトリソグラフィ等の既知のデメタライゼーション法で構造化されて部分的に
のみ存在してもよい。しかし、メタライゼーションは、結合剤中の金属顔料で作られた印
刷層で構成することもできる。これらの印刷された金属顔料は、表面全体にわたって、又
は、部分的に適用でき、さまざまな表面領域でさまざまな着色がされる。メタライゼーシ
ョンは、特に、装飾層のカラー層及び／又は複製層の構造に一致して、及び／又は、ソフ
トタッチワニスの部分領域に一致して、配置することもできる模様及び／又はモチーフを
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表すことができる。
【００５４】
　接着層又はプライマー層は、特に、転写フィルム間、又は、転写フィルムの転写プライ
とプラスチック射出成形組成物、又はプラスチック体との間に、良好な接着があることを
保証する。
【００５５】
　接着層又はプライマー層は、好ましくは０．１μｍ～１０μｍ、特に０．１μｍ～３μ
ｍの層厚を有し、いくつかの部分層を含むこともできる。
【００５６】
　有利には、ハプティックワニスは、少なくともトップコートとは反対側のキャリア層側
の領域、又は、トップコートと反対側の構造化ワニスの領域に配置される。本発明の意義
の範囲内のハプティックワニスとは、特に、フィルムの空間的に深い構造化、又は、フィ
ルムの変形をもたらすワニスを意味する。このため、ハプティックワニスは、実質的に寸
法的に安定する。力の外的作用の結果として、ハプティックワニスは、より柔らかく、変
形可能なキャリア層、及び／又は、より柔らかく、変形可能な構造化ワニスに押し付けら
れる。その結果、ハプティックワニスは、そのネガの形状（negative shape）を成形する
。そのようなハプティックワニスを備えたフィルムが、例えばＩＭＤ法で、又は、ホット
スタンピング中にさらに処理される場合、ハプティックワニスは変形しない、又は、わず
かにしか変形しない。ＩＭＤ法又はホットプレスにおいてハプティックワニスを備えた転
写フィルムを使用することで、転写プライで装飾された射出成形品の当該転写プライ上に
、空間的な深い構造を形成することができる。結果として、ソフトタッチ効果に加えて、
同様にして触覚的に認識可能、又は、触知的・光学的に知覚可能なレリーフ構造を、部分
的に、又は、表面全体にわたって生成することができる。ここで、ハプティックワニスは
、特に、ソフトタッチワニスの部分領域、及び／又は、装飾層のカラー層、及び／又は、
複製層の構造と一致して、及び／又は、メタライゼーションの部分領域に一致して配置さ
れてもよい。
【００５７】
　ハプティックワニスは、好ましくは、１μｍ～５００μｍ、特に５μｍ～１００μｍの
層厚を有する。
【００５８】
　ハプティックワニスの層厚さは、空間構造化（spatial structuring）の生成可能な深
さを決定する。触覚的に認識可能な空間構造化を達成するために、特に少なくとも５μｍ
、好ましくは少なくとも１０μｍの厚さのハプティックワニスが必要であり、それは、転
写フィルムの処理条件下では、変形しないか、わずかに変形するだけである。キャリアフ
ィルム上のハプティックワニスの厚さは、ここでは異なって形成できる。その結果、異な
る深さの空間構造を同時に生成できる。
【００５９】
　ガラス転移温度Ｔｇが２００℃を超える熱硬化性プラスチック又は熱可塑性プラスチッ
クを、ハプティックワニスが含むことは、特に価値があると判明している。しかし、充填
剤が充填された非架橋ワニス系で作られたハプティックワニスの使用において、充填剤は
、好ましくは、例えば二酸化チタンのような無機充填剤から形成されることも、価値があ
ると判明している。このようなハプティックワニスは、寸法安定性があり、高温まで耐圧
性がある。その結果、射出条件下で、構造化層が変形しない、又は、ごくわずかにしか変
形しない。
【００６０】
　さらに、ハプティックワニスが、放射線硬化性、例えばＵＶ硬化性、又は、電子線硬化
性、又は、エポキシ硬化性、又は、イソシアネート硬化性、又は、酸硬化性のワニスであ
ることは、特に価値があると判明している。このような架橋ワニスは、高い加工温度で必
要な寸法安定性と圧力安定性を有しており、高い固形分でも簡単に処理（加工）できる。
【００６１】
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　ここでは、ハプティックワニスが、少なくとも４０％、好ましくは１００％の固形分を
有する場合、特に好ましい。高い固形分は、ハプティックワニスの達成可能な層厚を増加
させ、ハプティックワニスの転写能力を向上させる。したがって、空間構造の達成可能な
深さが増加する。
【００６２】
　ハプティックワニスが、キャリアフィルム又はキャリア層と異なる色に着色されている
場合、有利であると判明している。これにより、例えば、その完全性に関して、ハプティ
ックワニスの外観検査や、選択された処理方法での転写フィルムの、よりシンプルで正確
な自動位置決めも可能になる。
【００６３】
　マスターレリーフ構造が、構造化ワニスをキャリア層に適用することにより製造される
場合、有利である。キャリア層への構造化ワニスの適用は、好ましくは、追加の工程段階
で行われる。構造化ワニスは、特に最大１５０μｍの解像度で印刷することができる。構
造化ワニスは、部分的に、又は、模様としてだけでなく、表面全体にわたってキャリア層
に適用することができる。原則として、構造化ワニスは、最初のステップでキャリア層の
表面全体に適用され、さらに別のステップで、エッチングによって領域内で再び除去され
ることも考えられる。
【００６４】
　構造化ワニスがキャリア層上の領域にのみ配置される場合、別のワニス、特に非隆起表
面、好ましくは滑らかな表面及び／又は光沢のある表面を有するワニスを、構造化ワニス
が配置されていない領域において、キャリア層に、少なくとも領域において適用すると有
利である。
【００６５】
　有利には、わずかに艶消しされた構造化ワニスが、特に、印刷された、光沢のあるキャ
リア層に適用される。しかし、さらに強く艶消しされた構造化ワニスを、すでに少し艶消
しされたキャリア層に適用することもできる。その結果、Byk-Gardenerのマイクログロス
計を使用して６０°の測定角度で測定すると、特に光学的に知覚可能な光沢差２を超える
光学的効果を達成することができる。光沢効果は、設計の態様及び／又は機能性の態様に
従って、有利に変更及び／又は自由に選択することができる。
【００６６】
　キャリア層と構造化ワニスとの間の接着性を改善するために、キャリア層を前処理する
ことができる。これにより、構造化ワニスを、特にＩＭＤプロセス後に、キャリア層と一
緒に、転写された転写プライから再び１００％確実に除去することができる。これは、特
にキャリア層の前処理により達成することができる。これには、コロナ処理、ＵＶ照射、
火炎処理などの方法が、適している。
【００６７】
　転写フィルムの製造中に、トップコートをＵＶ硬化又は熱により硬化すると有利である
。
【００６８】
　転写プライのさらなる層、特に中間層又は接着促進剤、装飾層、好ましくはカラー層、
及び／又は、接着層又はプライマー層は、有利には、印刷によってトップコートに適用さ
れる。メタライゼーションの適用は、特に蒸着によってもたらされる。
【００６９】
　本発明による転写フィルムが、転写フィルムの転写プライで装飾された射出成形品を製
造する方法、特にＩＭＤ法で使用される場合、トップコートが、特にＵＶ硬化及び／又は
熱による転写フィルムの製造中に、既に硬化されていると有利である。しかし、トップコ
ートの硬化がポスト硬化フィルム（post-cure film）として実施されることも可能である
。ポスト硬化フィルムとしてトップコートを硬化することは、本発明の意義の範囲内で、
特に処理後のＵＶ硬化、特に射出成形品の変形を意味する。
【００７０】
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　ソフトタッチフィルムとして転写フィルムを使用することが理想的であると判明してい
る。さらに、本発明による転写フィルムのＩＭＤフィルムとしての使用は、優れていると
判明している。転写プライの領域で、ソフトタッチ効果を有する転写プライで装飾された
射出成形物品を製造する本発明による転写フィルムの使用も理想的である。完成したソフ
トタッチコーティング又はソフトタッチ表面を備えた転写フィルムは、射出成形金型に導
入され、その後バック射出成形される。
【００７１】
　このように装飾された射出成形品は、好ましくは、自動車用、船舶用、飛行機用、又は
、通信機器、又は、家電製品用の装飾部品として使用される。
【００７２】
　以下において、本発明を、添付図面を用いて、いくつかの実施形態に関して例として説
明する。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】転写フィルムの概略断面図である。
【図２】他の転写フィルムの概略断面図である。
【図３】他の転写フィルムの概略断面図である。
【図４】他の転写フィルムの概略断面図である。
【図５】他の転写フィルムの概略断面図である。
【図６】他の転写フィルムの概略断面図である。
【図７】転写プライで装飾された射出成形品の概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００７４】
　図１は、転写フィルム１０の概略断面図を示す。転写フィルム１０、特にホットスタン
プフィルムは、キャリアフィルム１２と、キャリアフィルム１２上に配置される、キャリ
アフィルム１２から剥離可能な転写プライ１４と、を備える。転写プライ１４は、トップ
コート１６を備える。マスター構造は、転写プライ１４に面する側のキャリアフィルム１
２上に成形され、トップコート１６は、マスター構造と相補的な構造を有する構造化を備
える。構造化ワニス１８がマスター構造を備える場合、有利である。
【００７５】
　トップコート１６に組み込まれた構造は、特に転写フィルム１０のソフトタッチ効果（
soft-touch effect）を提供する。マスター構造によるトップコート１６の表面の構造化
に応じて、トップコート１６の機能特性は、制御される。その結果として、特に表面の触
知性又は触覚的に認識可能な特性、指紋感度（fingerprint sensitivity）、汚れ防止、
及び／又は、撥液機能、及び／又は、艶消しのレベルは、制御される。
【００７６】
　図１に示すキャリアフィルム１２は、好ましくは、キャリア層２０と、転写プライ１４
の方向に、キャリア層２０上に配置された構造化ワニス１８と、を備える。キャリア層２
０は、好ましくは、ＡＢＳ、ＡＢＳ／ＰＣ、ＰＥＴ、ＰＣ、ＰＭＭＡ、ＰＥ、及び／又は
、ＰＰＰから形成される。キャリア層２０の層厚は、５μｍ～５００μｍ、特に６μｍ～
１００μｍであるのが有利である。
【００７７】
　構造化ワニス１８は、図１のキャリア層２０の表面全体にわたって配置される。有利に
は、構造化ワニス１８は、メラミン、ポリウレタン（ＰＵ）、ポリアクリレート、ポリオ
ール、イソシアネート、及び／又は、ポリ塩化ビニルから形成される。
【００７８】
　理想的には、構造化ワニス１８は、０．１μｍ～１０μｍ、特に０．５μｍ～７μｍの
層厚を有する。構造化ワニス１８が、１μｍ～１０μｍ、好ましくは２μｍ～４μｍ、特
に３μｍ～４μｍの構造深さを有する場合、有利である。トップコート１６の特に良好な
ソフトタッチ効果は、このような構造深さの結果として達成される。しかし、構造深さを
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より大きくすることも可能である。これは、好ましくは、マスター構造、又は、構造化ワ
ニス１８がより大きな粒子を有するという点で達成される。対応するサイズの粒子を選択
することによって、マスター構造又は構造化ワニス１８の構造深さは、それぞれの用途に
最適に適合させることができる。理想的には、マスター構造又は構造化ワニス１８は、粒
径約６μｍの充填剤を含み、好ましくは８μｍである。原則として、１５μｍのサイズの
粒子も使用することができる。
【００７９】
　有利には、トップコート１６は、長鎖ポリマーから形成される。ポリマーは、架橋して
形成することができる。架橋は、ＵＶ硬化及び／又は化学反応に基づくのが好ましい。ト
ップコート１６は、特に好ましくは、ポリオール、ポリウレタン（ＰＵ）、ポリウレタン
（ＰＵ）とポリオールの共重合体、及び／又は、ポリウレタン（ＰＵ）とポリアクリレー
トの共重合体から形成される。理想的には、トップコート１６は、ポリウレタン（ＰＵ）
、特に２０００～８０００の分子量を有するものから形成される。ポリウレタンは、好ま
しくは、補助結合剤（cobinder）を介して、例えばポリオール、及び／又は、メラミン樹
脂を介して、又は、イソシアネート結合剤を用いて、ソフトタッチワニス（soft-touch v
arnish）に配合される。
【００８０】
　トップコート１６の層厚は、有利には、０．５μｍ～１００μｍ、特に０．２μｍ～５
０μｍ、特に好ましくは５μｍ～３０μｍである。
【００８１】
　トップコート１６、特にトップコート１６の結合剤基質は、充填剤、好ましくはＰＭＭ
Ａ製の球状充填剤、シリコーン、ポリウレタン（ＰＵ）、異なる共重合体、及び／又は、
無機化合物を含むことができる。さらに、トップコート１６、特にトップコート１６の結
合剤基質は、シリコーン含有アクリレート、シリコーン含有ポリウレタン、オイル、ワッ
クス、及び／又は、ワックス分散物を含むことができる。そのような添加剤又は充填剤の
使用を通して、トップコート１６の弾性、及び、それに関連する触知性又は触覚的特性は
、いわゆる「感触」として、強化することができる。
【００８２】
　トップコート１６は、有利にはシリコーンを含む。シリコーンを使用することによって
、トップコート１６の耐摩傷性、グリップ性、及び、表面品質を改善することができる。
さらに、トップコート１６と構造化ワニス１８との間の剥離特性は、シリコーンの使用に
よって制御することができる。
【００８３】
　理想的には、トップコート１６は、少なくとも５０％、好ましくは少なくとも１００％
、特に好ましくは少なくとも２００％の伸び率を有する。これにより、変形可能なトップ
コート１６が可能になる。トップコート１６のこのような伸び挙動の結果として、転写フ
ィルム１０は、ＩＭＤ法での使用に特に適している。
【００８４】
　剥離層２２は、トップコート１６と構造化ワニス１８との間に配置されるのが好ましい
。剥離層２２は、トップコート１６と構造化ワニス１８との間の強すぎる接着を防止する
ことによって、キャリアフィルム１２からの転写プライ１４の確実な剥離を保証する。剥
離層２２の代わりに、又は、それに加えて、構造化ワニス１８及び／又はトップコート１
６が、トップコート１６と構造化ワニス１８との間の接着性を低下させる添加剤、例えば
シリコーン、脂肪族炭化水素等を含む場合、有利である。
【００８５】
　剥離層２２は、好ましくは０．００１μｍ～２μｍ、特に０．０５μｍ～１μｍの層厚
を有する。剥離層２２は、ワックスからなる、又は、ワックスを含むことができる。この
ワックスは、例えばカルナバワックス、モンタン酸エステル、ポリエチレンワックス、ポ
リアミドワックス、又は、ＰＴＦＥワックスとすることができる。しかし、さらに、シリ
コーンのような界面活性物質も剥離層２２として適している。メラミン‐ホルムアルデヒ
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ド樹脂架橋ワニスからなる薄層も剥離層２２として役立つことができる。
【００８６】
　有利には、中間層２４、特に接着促進剤が、トップコート１６のキャリアフィルム１２
とは反対側に配置されている。中間層２４は、特にトップコート１６と転写プライ１４の
他の層との間に非常に良好な接着が生じることを保証する。さらに、中間層２４は、有利
にはバリア層として機能する。特に、バリア層は、外側からトップコート１６の中へ侵入
する物質が転写プライ１４の他の層の中へ侵入してしまうことを防ぐ。
【００８７】
　中間層２４は、好ましくは架橋性アクリレート、特にポリアクリレート、ポリエステル
樹脂、アルキド樹脂、及び、それらの変性物、アミノ樹脂、アミド樹脂、又は、フェノー
ル樹脂を含む。イソシアネートは、架橋成分として使用することができる。原則として、
現存する全ての架橋が考えられる。ＵＶ架橋、及び、デュアルキュア系、すなわち、特に
外部放射線エネルギーに基づく架橋、さらに化学反応に基づく架橋は、使用することがで
きる。
【００８８】
　理想的には、中間層２４は、０．１μｍ～１０μｍ、好ましくは０．５μｍ～５μｍ、
特に好ましくは０．３μｍ～４μｍの層厚を有する。
【００８９】
　さらに、転写フィルム１０、特に転写プライ１４は、好ましくは装飾層２６を有する。
装飾層２６は、特にカラー層である。装飾層２６の層厚は、好ましくは０．１μｍ～１０
μｍ、特に０．５μｍ～５μｍである。装飾層２６は、表面全体にわたって形成される。
しかしながら、装飾層２６を部分的にのみ、又は、領域に適用することも考えられる。
【００９０】
　装飾層２６は、模様及び／又はモチーフを生成するための、１つ以上の部分カラー層、
又は、全面カラー層を含むことができる。それらは、特に反射、吸収、及び／又は、屈折
率に関して、特に、それらの異なる光学特性を有するソフトタッチワニスの部分領域と、
一致している。装飾層２６の層厚は、好ましくは０．１μｍ～１０μｍ、特に０．５μｍ
～５μｍである。
【００９１】
　装飾層２６は、複製層を含むことができる。複製層の中に、回折的及び／又は屈折的に
作用するミクロ構造、又は、マクロ構造が成形される。この複製層は、好ましくは、メタ
ライゼーション２８、及び／又は、高屈折率（ＨＲＩ＝High Refractive Index）を有す
るＨＲＩ層からなることができる反射層を備える。ここで、反射層は、不透明、半透明、
又は、透明とすることができる。
【００９２】
　以下の構造のうちの１つ以上を複製層に成形することができる。回折構造、０次回折構
造、ブレーズド格子、マクロ構造、特にレンズ構造、又は、マイクロプリズム構造、鏡面
、艶消し構造、特に異方性、又は、等方性の艶消し構造。
【００９３】
　複製層の構造は、模様及び／又はモチーフを表すことができる。これは、特に装飾層２
６のカラー層と一致して、及び／又は、ソフトタッチワニスの部分領域と一致して、配置
することもできる。
【００９４】
　メタライゼーション２８は、好ましくは蒸着によって製造される。Ｃｒ、Ｓｎ、及び／
又は、Ａｌは、特に金属として適している。金属製の層を使用することにより、金属的な
外観を有するソフトタッチフィルム（soft-touch film）が得られる。蒸着したメタライ
ゼーション２８は、表面全体にわたって行われ、表面全体にわたって保持され、そうでな
ければ、エッチング、リフトオフ、又は、フォトリソグラフィ等の既知のデメタライゼー
ション法によって構造化されて部分的にのみ存在してもよい。メタライゼーション２８は
、結合剤中の金属顔料からなる印刷層からなることもできる。これらの印刷された金属顔
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料は、表面全体にわたって、又は、部分的に適用でき、異なる表面領域において、異なる
着色を有する。メタライゼーション２８は、模様及び／又はモチーフを表すことができる
。これも、特に装飾層２６のカラー層、及び／又は、複製層の構造と一致して、及び／又
は、ソフトタッチワニスの部分領域と一致して、配置することができる。
【００９５】
　さらに、転写フィルム１０、特に転写プライ１４は、好ましくは接着層３０又はプライ
マー層を有する。接着層３０、又は、プライマー層は、特に、転写フィルム１０間、又は
、転写フィルム１０の転写プライ１４と、プラスチック射出成形組成物３６、又は、プラ
スチック体との間に、良好な接着性があることを保証する。接着層３０は、ここでは表面
全体にわたってだけでなく、部分的に、又は、領域内にも適用することができる。接着層
３０又はプライマー層は、好ましくは０．１μｍ～１０μｍ、特に０．１μｍ～３μｍの
層厚を有する。
【００９６】
　図２は、別の転写フィルム１０の概略断面図を示す。構造化ワニス１８’は、図２では
、部分的に、すなわち、領域内で、キャリア層２０上に、配置されている。理想的には、
構造化ワニス１８’は、キャリア層２０上に模様で配置される。構造化ワニス１８’がキ
ャリア層２０上の領域内にだけ配置されるため、特に、異なるレベルの光沢、又は、異な
る艶消しを有する表面領域を実現することができる。異なる光学特性に加えて、異なる表
面領域は、特に反射、吸収、及び／又は、屈折率に関して、特に異なる摩擦と異なる触知
特性によって特徴付けられる。
【００９７】
　構造化ワニス１８’が模様で、又は、キャリア層２０上の領域に配置されている場合、
好ましくは、艶消し効果を有する領域４０、すなわち、特に、構造化ワニス１８’が配置
されている領域と、光沢領域３８とが存在する。光沢領域３８は、キャリア層２０の表面
とすることができる。しかしながら、構造化ワニス１８’が存在しない領域において、別
のワニス層、特に滑らかなワニスをキャリア層２０に適用することも可能である。
【００９８】
　図３は、別の転写フィルム１０の概略断面図を示す。図３に示されるキャリアフィルム
１２’は、構造化ワニス１８’からなる。ここでは、好ましくは自立性の構造化ワニス１
８’が含まれる。構造化ワニス１８’は、好ましくはシリコーンから形成される。構造化
ワニス１８’は、有利には１０～５０のショアＡ硬度を有する。
【００９９】
　自立性の構造化ワニス１８’の厚さは、好ましくは１０μｍ～５０００μｍ、特に１０
μｍ～５００μｍ、特に好ましくは１０μｍ～２５０μｍである。有利には、マスター構
造は、スタンピングによって構造化ワニス１８’に取り入れられる。
【０１００】
　図３に示される転写プライ１４は、図１に示される転写プライ１４にほぼ対応する。
【０１０１】
　図４は、別の転写フィルム１０の概略断面図を示す。転写フィルム１０の転写プライ１
４は、メタライゼーション２８を有する。メタライゼーション２８は、好ましくは蒸着に
よって製造される。Ｃｒ、Ｓｎ、及び／又は、Ａｌが特に金属として適している。金属製
の層を使用することによって、特に金属的な外観を有するソフトタッチフィルムが得られ
る。図４では、メタライゼーション２８は、表面全体にわたって形成されている。しかし
、メタライゼーション２８を、領域内のみに、特に模様で配置することも可能である。
【０１０２】
　メタライゼーション２８と装飾層２６との間に良好な接着性を得るために、これらの層
間に接着促進剤２４’が配置される。
【０１０３】
　図４に示されるキャリアフィルム１２は、図１に示されるキャリアフィルム１２にほぼ
対応する。キャリアフィルム１２は、キャリア層２０及びその表面全体にわたって配置さ
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模様にだけ配置することもできる。
【０１０４】
　図５及び図６は、それぞれ、別の転写フィルム１０の概略断面図を示す。ハプティック
ワニス３２は、少なくとも、キャリア層２０のトップコート１６とは反対側の領域に配置
される。ハプティックワニス３２は、ほぼ寸法安定性がある。例えばＩＭＤ法で、又は、
ホットスタンプ中に、ハプティックワニス３２を有するフィルムがさらに処理される場合
、ハプティックワニス３２は変形しないか、わずかに変形するだけである。ＩＭＤ、又は
、ホットプレスのためにハプティックワニス３２を有する転写フィルム１０の使用により
、それで装飾されたプラスチック物３４上の転写プライ１４の領域に空間構造を形成する
ことができるようになる。
【０１０５】
　ハプティックワニス３２は、好ましくは、１μｍ～５００μｍ、特に５μｍ～１００μ
ｍの層厚を有する。触覚的に認識可能な空間的構造化を達成するために、少なくとも５μ
ｍ、好ましくは少なくとも１０μｍの厚さのハプティックワニス３２が必要であり、それ
は、転写フィルム１０の処理条件下では、変形することができないか、わずかに変形する
ことができるだけである。
【０１０６】
　図５に示す転写プライ１４は、図１に示す転写プライ１４にほぼ対応する。図６に示す
転写プライ１４は、図２に示す転写プライ１４にほぼ対応する。
【０１０７】
　図７は、転写プライ１０で装飾された射出成形品３４の概略断面図を示す。射出成形品
３４は、好ましくはＩＭＤ法によって製造される。このため、転写フィルム１０は、射出
成形金型内に配置される。次いで、転写フィルム１０は、プラスチック射出成形組成物３
６を用いて、バック射出成形する（back injection molded）。さらなる工程において、
マスター構造と共にキャリアフィルム１２は、転写フィルム１０の転写プライ１４から除
去される。その結果、トップコート１６は、別の層と共にプラスチック射出成形組成物３
６上に残り、それと一緒に射出成形品３４を形成する。トップコート１６は、射出成形品
３４の外層を表す。射出成形品３４はソフトタッチ効果を有する。その結果、射出成形品
３４は、ソフトタッチ効果を有する。
【符号の説明】
【０１０８】
　１０　　転写フィルム
　１２　　キャリアフィルム
　１４　　転写プライ
　１６　　トップコート
　１８　　構造化ワニス
　２０　　キャリア層
　２２　　剥離層
　２４　　中間層／接着促進剤
　２６　　装飾層
　２８　　メタライゼーション
　３０　　接着層／プライマー層
　３２　　ハプティックワニス
　３４　　射出成形品
　３６　　プラスチック射出成形組成物
　３８　　光沢領域
　４０　　艶消し領域
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